
ウエJレレ・アレンタ 1レ氏瓦斯壊痘菌生・煮

雨漉液及ピ同菌Lアナトキレン1生・煮

雨液ノ免疫力ノ差別（第III部）

第I報同一容量不同毒力ノ；場合
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本報告第I部第E部ノ第1報乃至第2報ニ於テ，ウヱルシ・フレンケル氏瓦斯壊痘菌生毒素

及ピ同菌4週間しアナトキシン1中ニハLイムベヂン寸勢力ガ附帯サレ，市モ斯カルLイムペヂン1

勢力ハ何レ吾30分間ノ煮沸ニ依リテ完全＝破却サレルモノナルコトガ立諸セラレタリ。

今蕊ハ前記ウ氏菌生・煮繭毒素J及ビ同菌4週間しアtナトキシン1ノ生・煮雨液ガ，全身売疫費

生ノ上＝如何ナル影響ヲ及ボスモノナルカヲ比較セントス。

賓験材料

1) ウヱルシ・フレシケル氏瓦斯壊癒菌原毒

ウ氏菌（陸軍々曹製校L北京寸株）ヲ海摂10代ヲ通過セシメテ， ソノ毒カヲ増強セシメタル後，

1%葡萄糖加ハイム氏肝臓肝臓肉汁＝14問問嫌気性＝培養μ （ソノ1.0括中ノ菌量ハ烏潟教授沈

澱計・ェテ30度目印チ約0.021耗ナリ）， 之レヲ減菌脱脂綿ヲ通過セシメ，更＝向土浦過器（松風工

業製品j ＝テ浦温シテ得タノレ，黄褐色透明且ツ悪臭ヲ放ツ液ナれ而シテ保存ノ日的ヲ以テ

0.5%ノ割合＝石炭酸ヲ混ジタれ

2) ウ氏菌生穂液（FN)

3) ウ氏菌煮櫨液（FK)

雨者何レモ第I部第1報＝記載ノモノナリ a

.J) ウ氏菌4週間しアナトキシン 1 (AN) 

5) ウ氏菌同煮Lアナトキシン 1 (AK} 

雨者何レモ第E部ニ記載ノモノナリ。

賓駿第1 可検抗原用量0.5髭J；場合

費験方法

白色仕l；常成熟家兎 2 顕.（a~えビ b）ヲ以テ 1 群トスル A, B, C及ビD ノ4群ヲ作リ

A群エハ FN 

B群ニハ FK ． ． 
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C群ニハ AN 

D群ニハ AK 

ヲ各0.5括宛試猷耳静脈内ニ注射シ，其ノ後10日目＝各頚動脈ヨリ試験管内＝潟血ノ上， 24時開

放置シテ血清ヲ折出セシメ，各血清：：.0.5%ノ割合＝石茨酸ヲ加へ Lアムプルレ寸中戸封入シテ

56℃30分間加温シテ非働性トナシタリ 0 ． 
ソノ聞大凡ソ隔日早朝投飼前＝試獣ノ慌重ヲ測量シ， ソノ推移ヲ検シグリ。

モ欠デ各血清ヲ倍数訴樺法ニヨリテ 2倍， 4傍友ビ8倍迄稀梓シ， ソノ各1.0耗ト竺氏菌原毒1.0

耗ヲ試験管内ニテヨク振埋ま混和シテ37°cノ瞬卵器内ェ45分間静置シタリ。

一方海棋4頭（i,ii, iii, iv）ヲ以テ 1群トスル J, H' E及ピIVノ4群ヲ用意シテ，南側背部

ヲ努毛シ

Ii ノ右側ニハ Aaノ！京， 2俗及ピ4傍稀樺

ソノ左側ニハ Baノ向上

Iii ノ右側ニハ Aa向上

ソノ左側ニハ Baノ向上

I iiiノ右側ニハ Abノ向上

ソ．ノ左側ニハ Bbノ向上

Iiv ノ右側ニハ Abノ向上

ソノ左側ニハ Bbノ向上

Ili ノ右側ニハ AaJ 81喜稀樺

ソノ左側ニハ Baノ向上

II ii ノ右側＝ハ Aaノ向上

ソノ左側ニハ Baノ向上

II iii ノ右側エハ Abノ向上

ソノJr..倶1ニハ Bbノ向上

lliv ノ右側エハ Ahノ向上

ソノ左側ニハ Bbノ同上

Illi ノギ王｛則＝ハ Ctノ/Jj1,2 1畜及ビ41喜干'mt翠

ソノk.倶fニハ Daノ向上

Illii ノ右側＝ハ Caノ向上

ソノ／i＇..償Jjニハ Daノ同上

III iii ノ右側ニハ Cbノ向上

ソノ左側＝ハ Dbノ向上

Illiv ノ右側ニハ Cbノ向上 ． 
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生・煮波ノ免疫力ノ差別

ソノ左側＝ハ Dbノ向上

I Vi ノ右側ヱハ Caノ8倍稀樺

ソノ左側＝ハ Da／・8悟稀樺

!Vii ノ右側ェハ Caノ向上

ソノ左側ニハ Daノ向上

!Viii ノ右側ニハ Cbノ向上

ソノ左側ニハ Dbノ向上

IV viノ右側エハ Cbノ向上

ソノ左側＝ハ I)bノ向上

各血清ト原毒トノ等量ヲ前述ノ如ク混和シテ騨卵器内ニ静置シ置キグルモノノ各0.1姥ヲ，上

記 1局所＝於テ皮内（intrakutan）エ注射シ， 24時間後ニ於ケル注射局所ノ護赤， 壊死ノ程度ヲ

観察セリ。

而シテ壊死ヲ起サずル揚合ノ． JfIJ.清最高稀樺度ヲ以テソノ血清ノ保有ス／レ兎疫力ヲ表ハセ

リn

帥チ壊死防・JI::ヲ来タシタル血清ノ稀縛度ノ高キモノ程，発疫機時ハ高度＝護現シ居ル諜ナリ。

蓋シ立氏菌原毒ト生理的食盟水トノ等量ヲ混ジタルモノ．或ハ同原毒ト健常家兎血清ノ等量ヲ

混ジタルモノヲk記ノ：如ク鹿理シテ．ソノ0.1耗ヲ海棋背部皮内ニ注射スル時ハ24時間後＝於テ

同注射局所ニハ必礎的＝壊死ノ生ズルモノナレパナリ。

費験結果

賞験結果ハ第1表乃至第2表エ一括セラレタリ。

第 1表 ウ氏蘭毒ニヨル皮膚接死量産来＝及＊＇ス悶菌生・煮毒 ：＆..ピ悶菌生・煮

Lアナトキシン守免疫血清／影響（抗原用量＝0.5路）

血 清 稀 糠 虎

1 : 2 1 : 4 1 8 日目＝方きケ Jレ
悌重婚減窄

R N N N 
Nr. 9 

R N（土） N • N 0.99 
FN 一 一一一一一一『’一ー

R N（土） N N (-0.01) 
Nr. 10 ， 

R N（土） N N 

N N N 

N N N 0.92 

N（士） N N (-0.08) 

N N N 

． 
、！
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N N N 

N N N 1.03 

R N N 'N  ( +0.03) 

R N N N 

N（土） N N N 

Nr. 49 
N（士） N N N l.02 

AK ー
N（士） N N N ( +0.02) 

Nr. 50 
N N N N 

R＝霊童赤出現 N（土）＝援死傾向 N＝壌死問現 （以下準之）

i I護霊｜注山学［2日13日1411 16 FJ 17日［ s r1 [ 9 FJ I ms I詰主総目
FN I ::: 1~ I ~：~~ I ~：~~ I l ~：~~ I I ~：~~ I I ~：~： I I ~：：~ I ( ~·~.~l) 
-. >K-[:: ·~· ~f ！~t-; I.：：訂－~~Lm玩一！？とr：－~む
AN I ::: ：~ I ~！~： I I ~：：~ j . I ~：~ I ~：~ I ~：~~ I I ~！：~ I－~：~ -I ぷ）
AK I ::: ：~ I ~：：~.I I ~：： I I ~：~~ I ~：：~ I I：：~ I I ~：~~ I ~：~~ Iぷ）

所見概括

1) 生毒素発疫血清ハソノ原血清ヲ以テシテハイIすレモ明瞭＝，原毒＝ョツテ護現ス可キ皮膚

ノ；壊死ヲ防止シ得タリ n

併シ2i岳碕搾血清ヲ以テハ既＝日月白＝同壊死ヲ来タセルモノアリ。

2) 同煮毒素売疫血清ハ，原血清ヲ以テシテ注射 4 ヶ月Jj·~1~ 2 ヶf~j· ニ壊死ヲ起ス傾向ヲ示シタ

リ。

3) Lアナトキシンーl免疫血清ハ， ［京血清ヲW、テシテ， 4ケ所r!-r3ケ所ハ壊死ヲ来タサずリシ

モ1ケ所ハ壊死ヲ来タセリ 0 - .... 

4) 煮Lアナトキシン寸免疫I血清ハ，／Ji1血清ヲ目、テ入シテ既ニ， J'Lテニ壊死ガ投？｜ミセリ。

5) 試獣艦重ハ，生（0.01)・煮（0.08）何レノ I年三十二ヲ以テ免疫シタルモノモ，同Lアナトキシン1

ノ生（+0.03）・煮（+0.02）何レヲ以テ兎疫シタルモノヨリモ， ソノ減少度強カリキ。

賓験第2 可検抗原用量l5髭J；場合

費験方法

貫験第1＝於ケルト全ク同様ニ試獣及ピ、各抗原液ヲm意シ，最初ハ試献家兎耳静脈内へ0.5姥
／ 
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生・煮液／免疫力ノ差別

ソノ後1週ヲ粧テ更.＝.1.0姥ノ各抗原液ヲ注射シテ，最後ノ注射ヨリ10日目ニ潟血ノ上血清ヲ析

出シテ非働性トナシ，他ハ全ク賓験第1ノ方法＝準ジテ検賓セ H。

但シ此ノ際，稀搾度ハ16倦＝迄及ピタノL.-j吹ニ．繭i賞験＝於テ8悟稀搾液ノミヲ注射セル試獣

群ノ皮内三更－＝－161－書稀搾血清ヲモ注射セリ。

賓験結果

費験結果ハ第3表乃至第4表＝一指セラレグリ。

第 5表 ウ民蘭毒＝ヨル皮膚築死後来二及ポス伺菌生・煮義lk.ピ同菌生・煮

Lアナトキシン寸免疫血清ノ影響（抗原用量＝1.5括〉

Nr. 71 : I ~ 

N·~ ~I~ l-+-1一
日

己

抗
活 稀 稗血

原

度

種
1 : 4 1 : 16 1 : 8 

R N 

R N 

N 

N 

第 4表 ゥ氏蘭生・煮毒＿＆..ピ同商生・煮Lアナトキシン守克疫家兎控室ノ推移

（抗原則量1.5括）

N 

l抗原金量注
射後10日目
般重唱減率

N 0.96 

(-0.04) 

0.38 

(-0.17) 

0.99 

( 0.01) 

1.10 

（十0.1)

獣

時

抗

試

4
骨

抗

原

種

｜ ！金抗原
i i量注射

1 I s I _9 I 10 I 11 I 12 I 13 I 14 I 15 I rn 111 I 後10日
｜ ｜目髄
1噌減率

·~r:: :1：~；~ f：~f I一
政／：：： ~~！：~~~／2210[ 1~：~：1 

~：：：1:::r1：；~ .• I 1::t~ 
1~~：~J！~：~J1800l 1~；~~1 1~~：~1 1~~~~1 I ｜；；；；｜（立
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や乍；：rl~~1::18 75 ｜：；；；［ 1203。｜
1765 ｜ペ1760 ｜：；：［ ／：~：~／ 1203~1制 0.99

1580 （ー0.01)

1Nr. 47,267.5! 

1~ぺ 1~~：：1 AKI I 1730 +0.10) Nr. 4向1()50 IU55 

所見概括

1) 生毒素苑液血清ニ於テハ．原血清及ピ2i喜磁探血清ヲ以テハ完全エ局所皮！宵ノ；壊死ヲ防

J.l:シ得， 4傍稀樺血清ヲ以テシタルモノハ，注射局所4ヶ所中3ヶ所＝於テ壊死ヲ遁レ， Iケ

所ハ壊死ヲ来タセリ。 Bi喜碕樺以上ハ凡テ壊死ヲ来タセリ。

2) 煮毒素発疫血清＝於テハ，原血清及ピ2f喜帰陣血清ヲ以テハ完全ニ同壊死ヲ防止シ得タ

ルガ4倍陪樺血清ニ於テハ注射局所4ケ所中 1ケ所ノミガ壊死ヲ防止シ得テ，他ノ 3ケ所ハ壊

死ヲ来タセリ n 8 ｛喜稀樺以上ハ糟テ壊死ヲ来タセリ。

3) Lアナトキシン寸免疫血清＝於テハ，原血清ニ於テハ完全＝同壊死ヲ防．止シ， 2倍稀樺血

清＝於テハ注射局所4ケ所中2ケ所ノミガ壊死ヲ遁レタリ n 4 f岳磁樺以kニテハ%：）息テ悉ク壊死

ヲ来タセリ n

4) 煮Lアナトキシン1免疫血清ニ於テハ，全クLアナトキシン寸免疫血清ヲ以テノ結果ト相似

ノ結果ヲ来タセリ。

5) 試献蝿重ハ，生（－0.04）・煮（ー0.17）何レノ毒素ヲ以テ免疫シグルモノモi同 Lアナトキ

シン 1生（－0.01）・煮（+0.1）雨1夜何レヲ以テ免疫シタルモノヨリモソノ減少度強カリキ。

賓験第3 可検抗原用量3.5髭ノ；場合

費験方法

賓験第1乃至第2ト全ク同様ニ試歌及ピ各抗原i夜ヲ準備シ，最初たヅ誠獄（家兎）ノ；耳静脈内

へ各抗原0.5姥， ソノ 1週間後＝－1.0括， l更＝.1週間後＝2.0沌合計3.5姥ヲ注射シテ，最後ノ注射

ヨリ10日目ニ持血ノ上，血清aヲ分離シテ非働性トナシタリ。

共ノ他ハ会ク賞験第1乃至第2ノ方法＝準ジテ之ヲ行ヒタリ。

但シ血清碕揮度ヲ32f喜ニ迄及ピシI校ニ前寅験＝テ8及ピ16f喜f希搾血清ヲ注射セル試耽群ノ背

部皮内ニ更＝.32f喜稀樺血清ヲモ注射セリ。

費験結果

賞験結果ハ第5表及ビ第6表＝一括セラレタリ。

所見概括

1) 生毒素免疫血清ノ！京血清ヲ以テシテハ，注射皮膚局所＝ハ殻赤サヘモ来タラズ， 2,4倦

稀搾血清ヲ以テモ完全＝壊死ヲ防止シ得タリ。 8f喜稀樺血清ヲ以テハ注射局所4ケ所中 3ケ所

ノ：壊死ヲ防止シ， 16倍続料以上ニテハ凡テ壊死ヲ拘束セリ。

2) 煮毒素免疫血清ノ /Jjf血清ヲ以テシテモ，皮府ニハ前i同様＝政赤サヘラ~タサズ，2f喜時陣血清
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第 5表 竺氏菌毒＝ヨ Pレ皮膚捜死後手帳＝－lkポス同菌生・煮毒及ピ同菌生・煮

Lアナトキシン守免疫血清ノ影響（抗原用量＝3.5路）

抗 歓 血 清 稀 稗 度

原 試

者F I I 抗原会最草壁
種 競 1:16 1:32 後噌減1九量日戸目

。1) R R N N N 
Nr. 5 。 R R R N N 1.04 

FN 
局、

。 R R R N N (+0.04) 
Nr. 6 。 R R R N N 

N N 
I Nr. 15 。。 N N 0.96 
FK 。 N N N (-0.04) 
Nr. 16 。 N N N 

R N N N 
Nr. 35 

R N N N 1.06 
AN  

R N N N (+0.06) 
Nr. 36 

R N N N 

R N N N 
Nr. 45 

N N N 1.14 
AK  

R N N N (+0.14) 
Nr. 46 

R N N N 

1) 注射局所＝舞化ナシ（以下準之）

第 6表 ウ氏菌生煮毒及ピ同菌生・煮Lアナトキシン1兎疫家兎償重ノ推移

（抗原用量＝3.5施）

種 ‘ 者競宇
射 後叫

7 I s I 9 I 10 I 11 I 12 

Nr. 5 2250 2220 2240 2265 2365 2筑）5 1:1 FNI 
Nr. 6 1800 1750 1630 1650 1687 1690 

2600 
2叩5ぺ I2650 I I 25s5 'FK 

Nr. 16 1875 184i5 1875 191i5 1815 1940 

Nr. 35 1955 1990 2000 「田10I_ I悶
Nr. 36 1960 1975 1985 2100 2020 1960 

は INr. 4.') 115へ 116651 ド71:I r 167511660一回 ／：； 

Nr. 46 1620 1705 1725 1715 1730 
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抗 試， 注
金抗原

15 16 

王立注射・
原
験 井J 後10日
者幸 後 14 17 20 23 24 

減目惨率噌種 競 13日

2405 2470 2500 2485 2500" 2480 1.04 Nr. iii 2350 
FN 
Nr. 61.1715 1740 1770 1805 1775 1730 ・1705 1720 (+0.04) 

2555 2555 2535 
FK 
Nr. 16 1850 1850 1915 1820 1840 1785 1765 （ー0.04)

Nr. 35 2080 2035 1.06 
AN 
Nr. 36 2105 2070 2180 2140 2130 2140 (+0.06) 

1690 1745 1720 1745 
‘百
1765 1770 1.14 

1780 1810 1845 1860 1885 1855 1810 (+0.14) 

ニテモ完全＝壊死ヲ防止シ得タリ。 4傍稀樺血清ニ於テハ注射局所4ケ所中 1ヶ所ノミ壊死ヲ

防止セリ n 8傍稀樺以上ハ凡テ壊死ヲ来タセリ。

3) Lアナトキシン寸免疫血清ヲ以テハ，原血清ニテ完全＝壊死ヲ防止シ得タルガ， 21吾磁樺

血清＝テハ注射局所4ケ所中3ケ所ハ壊死ヲ来タサずリキ。 41喜獄樺血清ニテハ同 4ケ所中 1

ケ所ガ壊死ヲ遁レタリ。 8倍隊樺以上ニテハ棉テ壊死ヲ来タセリ。

4) 煮」アナトキシン1完疫血清ヲ以テハ，原血清＝テ完全＝壊死ヲ防止シ得タレ共， 2倍稀

揮血清ニテハ注射局所4ケ所中2ケ所ハ壊死ヲ来タサズ，4傍稀搾以上ハ凡テ壊死ヲ来タセリ。

5) 試猷ノ鰐重ハ，生（+0.04）・煮（ー0.04）何レノ毒素ヲ以テ完疫シタルノモ，同Lアナトキ

シン 1宅（+0.06）・煮（+0.14）雨抗原ヲ以テ発疫シタル何レヨリモ減少強カリキ。

費験第4 可検抗原用量7.5箆J：場合

賓験方法

貫験第1乃至第3ト全ク同様ニ試獣及ピ各抗原液ヲ用意シ，試獣（家兎）静脈内＝各抗原ヲ 1

週間ノ間隔ヲ世キテ， 0.5姥， 1.0詫， 2.0堵及ピ4.0詫合計・7.5詫注射シ，最後ノ注射ヨリ 10日目ニ

潟血ノ上血清ヲ析出セシメテ非働性トナシタリ。

ソノ他ハ前i買験＝－ ij§ジテ行ヒ， ソノ免疫2芝生度ヲ徐シタルガ，各血清ハ641喜ニ迄硫惇シタル
ガ故＝，前記8, 16, 32俗稀搾血清注射試獣群ノ背部皮内．ニ更ニ64f喜磁陣血清ヲモ注射セリ。

費験結果

費！験結リド、第7表乃至第8表ニー括セラレタリ。 ．＼／  

所 見概括

1) 生干草素兎疫血清ノ原血清及ピ21喜稀搾血清ヲ以テシテハ，注射局所＝護赤サヘモ来タラ

ズ4佑碕搾血清ニテハ，if:M局所4ケ所中3ケ所＝同ジク護赤モナシ。 16f喜続得血清ニテハ注射

局所4ケ所中3ケ所ハ壊死ヲラ｜ミタサズ，321書移樺血清ニテハ同1ケ所ハ壊死ヲ遁レ，64f喜帰陣血清
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生・煮液ノ：免疫力ノ差別

第 7表 ウ氏菌姦＝ヨル皮膚壌死後来＝及ポZ 同菌生・煮議及ピ同菌生・煮

Lアナトキシン寸免疫血清ノ影響（抗原用量＝7.5銘）

抗 試
血 清 稀 縛 度

原
歌

番
1 = 4 I-1 : 8 I ~~ l , 32 

締ー 披 1 : 64 世射豊重後10日目
格減率． 

。 。

。 。 《｝ K K N 0.97 
FNト一一｜

。 。 。 R R N J N (-0.03) 

。 。 。 R R R N 

。 。 R N 、 N N N 

FK I:: ::1 
。 。 R N N N N 1.19 

。 。 R N N N N (+0.19) 

。 。 R R N N N 

。 R R N N N 

。 R R N N N 1.15 
AN I一一一一ト

~ 
。 R R N N N (+0.15) 

。 R R（士） N N N 

N N N 

N N N 1.09 

N N N (+0.09) 

N N 

。＝健常皮fl可 R（士）＝後赤傾向 R,N,N（士）＝傍1表＝準ズ

第 8表 ウ氏蘭生・煮毒及ピ問菌生・煮Lアナトキシン1免疫家庭掛主主ノ；推移・

（抗原用量＝7.5~）

抗 ｜試畏｜詮｜詮
71 81刊10I u I 12 I rn I山 5I rn I 11 原

者干 裁 射前 1後射日 2 3 ‘4 5 6 穏

Nr. 3吋醐 2 0 !222512265 
FN 
Nr. 4 17701740 1765 

一一←一一 一
2105! 

｜汁~I ｜「「沼2但叩刊「40124401226FK I 問。！附23952420 

Nr. 3: 1:1::1 12「1::::1 ｜附｜AN I 
20:10 Nr. 34 185 1860 1905 
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抗
原
暗
闇

試獣｜注
I：射
｜後 I19 I 20 I 21 I 22 I 23 I 24 I 25 I 26 I 27 I 2s I 29 I 30 I 31 

番放｜118日

抗原会最注射後
IO日目鰻重唱減
率

0.97 
FN 

187511875 (-0.03) 

FK I:: :: ::::1 1：：：~：：~ ~：1 2235 1.19 

(+0.19) 2500 

一ーと吐l_l~j 問＼」1::
AK I：：：：聞は1:11::1 1::r 1：~：l 1:::I:::: 
Nr. 33 12340 2310 

）

一

）

wo

－
Q
U
 

5

・
1

一Q
u

o

i
o
一0
0

1

＋一

1

＋

（

↓

（

 

AN 

ニテハ全部壊死ヲ来タセリ。

2) 同煮毒素免疫血清ノ！京血清， 2f喜除樺血清ヲ以テシテモ，皮膚ニ護赤ナク， 41吾稀樺血

清ニテハ護赤ノ程度＝止リテ壊死ヲ来タサズ， 8 i割希樺血清ニテハ注射局所4ケ所中 1ケ所ノ

ミ壊死ヲ遁レテ，残リ 3ケ所ハ全テ壊死ヲ来タセリ。 16f喜稀樺以kハ惚テ壊死ヲ将来セリ。

3) 」アナトキシン寸免疫血清ヲ以テシテハ；l京血清ニテハ護赤モ来ぞサズ， 2,41喜稀樺血清ニ

テハ護赤ノミニテ壊死ハナク， 8f喜稀樺以上ニテハ全部壊死ヲ来タセリ。

4) 煮Lアナトキシン寸免疫血清ヲ以テシラり、，原血清， 2 f割論陣血清ニテ全ク古~i同様ノ結果

ナリシガ， 41喜稀樺液ニテハ注射局所4 ケ所r！~ 2ケ所ハ護赤ヲ生ジ， E菱リ 2ヶ所ハ壊死ノ傾向

ヲ見セリ。 81喜稀樺以上ハ凡テ壊死ヲ来タセリ。

5) 詩歌ノ惜重ハ煮毒素免疫群ハ十0.19＝＝.テ段たノ増加lナリシガ， 棉鱒的ニハ Lアナトキシ

ン1 生・煮免疫群ガ髄軍 J増加ヲ示セリ。

費験第5 可槍抗原用量15.5髭J；場合

費験方法

賞験第4ト全ク同様ニ試獣及ピ各抗原液ヲ用意シ．試，執（家兎）ノ；耳ー静脈内へ各抗原ヲ 1週間

ノ間隔ヲ置キテ， 0.5詫， 1.0括， 2.0括， 4.0姥及ピ8.0括先合計15.5姥ヲ注射シ，最後ノ注射ヨリ

lOEJ日ニ持血シ， ソノ他ハ凡テ桁i賞験ニ中ジテ之ヲ行ヘリ。 ． 
費験結果

賞験結一月ミハ第9表乃至第10表ニ一括セラレタリ。

所見栂括

モ1) 生毒素兎疫血清ノ！以血清， 2 i喜及’41喜術陣血清ヲ以テシテハ．注射局所ニ護赤サヘモ無

ク， 8 ffH射事血清ニテハ護赤程度ニ止リ.161喜稀樺血清＝テハ技射局所4ケ所l↓『2ケ所ハ壊死

ヲ来タサずリシガ，残徐2ケ所ハ完全＝壊死ヲ示セリ。更ニ321許制事血清ニテハ護赤ニ止リシモ
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生・煮液ノ免疫力ノ差別

第 9表

35 

ウ氏商議＝ヨル皮膚捜死後来 ＝＜＆ボス同首生・煮~及ピ同酋生・煮

しアナトキシン1免疫血清ノ：影響（抗原用武＝15.5銘）

抗
血 清 度

原

試

飲

番

披種

Nr. 11 

FK 

Nr. 12 

Nr. 31 

AN 

Nr. 32 

Nr. 41 

AK 

Nr. 42 

。
。
。
。
。
。
。
。
o. 
0 

。
。

稀 稗

1 : 2 

0 

0 ｜： ｜ ：己巨寸~·· ·
W-L~ い I : I : 
I ~ I : I_ : I：ト

。
。
。
。

第 JO表

1.10 

0 

0 

(+0.1) 

。
。 N 

N 0.95 

0 

0 

N 

N 

(-0.05) 

。
。 N 

N 1.09 

。
。 (+0.09) 

。
。
。
。

． 
ウ民衡生・煮干器及ピ同商生・煮Lアナトキシン1完疫家兎鰻重ノ推移

（抗原用量＝15.5路）

試獣

7 

笠~1::1 f：~：.1 ＿悶1
竺；~：t~J：止t:::l 12tool蜘

抗
原
種 番統

ザ

且

．

，

且

N

N

 

N
 
F
 

Nr. 1112195 
FKI I 
Nr. 1212100: 

注
射
後
日
噌
『
A

注
射
前

11212512115 

21170011690. 

4 
， 
D 12 6 10 I 11 13 8 9 

2295 o

o
－vO
5
 

m
随

一

眼

目

白，“

y
a

一
の
hH

9

h個

別

ω

一%
m

t
t
o
o

－T
t

’a
 

oa

唱
A

－
の
a
n
z 2130 

1840 1820 19251196011885 

2Hi5 21501225012220 2200 2085 2170 

2135 2110 21・551216512100 2215 

2290 2320 !2340 

1叫 121001 12160 

2:345 2330 

2040 ・＇2120

2120 2180 

225α 2265 

〆 ． 
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・一一了一一寸長1 r T－っ 一一「ー下一「一丁一一「一寸一 「－ ｜一丁一寸 ｜ ｜ ｜ ｜抗僚会震
!!E I試l'lA:I事｜ I I I I I I I I I I I I I I I 1 1注射後10
脈｜ ｜泌 I22 I 23 I 24 I 25 I 26 I 27 I 2s I 29 I 30 I 31 I 32 I 33 I 34 I 3:J 136, 37 I 38 I日目慢重
積｜棚｜治｜ I I -• I I I I i I I I l I ｜ーいーし聖蹄
INr. il21251 l22rnl l2rnol 1221512削 01 120加I 121叫 l2180l2I!iOI 12245122451 1.10 
FNI I I I i I I I I I I I I I I I I I I 

jNr. 211附 t 11so I附WiOJ JI蜘 117601 J17551 .111101 11叫20叫 ｜削5J19叫 c+o."1) 

Nr. i 1i212ol 12095! 20951 l2m'2090/ '20451 121仰I 12090~20601 I 凶151 0.9i 
FKI I I I I I I ! I I I I I 1 I. I I I 
附 12:21151 121051 i20刈 12090120叫 ｜印刷 ｜初出｜ 12130120351 I 悩｜（ー仏05)

INr. 31：~3soi b6ol I幻s:;I ! 2:i4ol b2ol /24201 I 123日o'. b5ol2:16ol I.09 
ANI I I I I I I : i I I I I I I I I I I 

INr.沼i21201 121401 121.so1 I 21101 1220"1 220⑪｜戸19~1 12t叩i叫（＋0.09)
INr. 4112175 121901 21801 12175121851 1223剖 122601 I 1229α122'10惚2601 1.07 
AKI I I I I i I I I ! I I I I I I I I I I 
INr. 42123501 122901 12:1001 12350124201 123叫 123651 I 124矧 12425回4001( + 0.07) 

ノ1ケ所ニテ残リ 3ケ所ハ壊死ヲ示セれ 64倦帰陣血清ニアハ凡テ壊死ヲ来タセリ。

2) 煮毒免疫血清ノ！京血清， 2倦及ピ4傍隊樺血清ヲ以テ；ハ，前同様＝護赤サヘモナク， 8

倦除機血清ニテハ注射局所4ケ所中3ケ所ハ費赤程度ニJI:l) ，残！漆1ケ所λ壊死ヲ来タセリ。

16f喜隊陣血清ニテハ， 1ケ所ガ護赤シ，購l挨3ケ所ハ壊宛ヲ来タセリ n 32j吾橘惇以上ニテハ線

1 テ壊死ヲ賂来セリ。

3) 」ア。ナトキシン 1免f萱血清ノ！京胤清及ピ21喜碕嘩血清ヲ以テシテハ，護赤モ来タラズ， 4倍

稀樽血清ニテハ護赤程度ニ止-vlj' 8傍F希樺血清ニ於テハ注射局所4ケ所『l'2ケ所ハ護赤ノミ

ナリシガ，残徐2ケ所ハ壊死ノ傾向ヲ示セリ。 16倍稀樺以上エテハ悉ク壊死ヲ来タセリ。

4) 煮Lアナトキシン1免疫血清ヲ以テハ，全ク白ii同様ノ結果トナリタリ内

5) 試宮北暗号電ハ，煮毒素ヲ以テ免疫シタ／レモノノミガ 0.05ノ減少率ヲ示シタルノミ＝テ， ソ

lノ他ハ増加セリ。特ニ生毒素免疫試献へ最高ノ府加率＋0.1ヲ示シ，次デしアナトキシン守免疫

( +0.09），煮Lアナトキシン1免疫（+0.07）ノ順ナリキ。

所見組括及ビ考察

金賞験紘一見ミーヲ地括シテ第11表ヲ得ベシn

第 11表 蒜力相wナル各線抗原ユヨル免疫程度ノ比較（会111:験結果ノ総括）

と竺竺i FN I FK I AN AK 

抗日土指標 l~·i~＝ i 指標~事指標 ｜ 長室l 有l属事
0.5 

1.5 

3.5 

7土、

平均撚:it I 
年I減準 i 1.01 0.97 1.06 1.08 

1) 原I血清ヲ以テシテ注射局所4ヶlfrrl14ケ所トモ皮！持壌9Eヲ竣来セズ。
2) . 4f奇縁樗兎茂血清ヲ以テシ テ モ注射mtliFr4 ケ !i庁， 1•3 ヶ月庁ハ皮「荷／媛9E ヲ渡来セズ。（以下準之）
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必・煮副主ノ：免疫力ノ蓮如l

以 kョリシテ次ノ：事項ヲ認識シ得ルナリ。

1) 可検抗原NJ量0.5括ノ時ハソノ全身売疫ハ

'FN (4ん） >AN (3ん） > FK CZん） >AK (2/.1) 

ノ順＝テ資生サレタリ。

叉，可検抗原1十j量1.5耗ノ時ハ同ジク

FNWん）＞ FK(4＇ん）＞ AN=AK (2＇ん）

同ジク3.5耗ノ時ハ

FN (8 ~ん）>AN (4 '/2) > FK (-!Iん）>AK (2 1/2) 

同ジク7.5耗ノ時ハ

FN (32 Iん）＞FK (81ん）＞ AN(4~ん）＞ AK (42ん）

同ジク15.5持ノ時ハ

FN (32 Iん）＞ FK (16 Iん）＞AN=AK (81/2) 

ノ！｜闘ニテ殻生サレタリ。

． 

2) 帥チウ氏菌原毒素ヲ以テシタル揚合ガ生・煮何レニ於テモ，マヅLアナトキシン1 ノソレ

ヨリモ尭疫殻生力大ナリキ。

而毛ウ氏菌原毒素エテアレ，同」アナトキシン寸ニテアレ，各生抗原ガ煮抗原ヨリモ， ソノ抗

原性能働力ハ大ナリキ。

3) 毒力不同，同一容量ノ；揚合エ於テハ，ウ氏菌ニ闘スル限リ上記ノ如ク常＝生液ノ方ガ煮液

ヨリモ抗原性能働力ガ大ナリシナリ。

4)i 何レノ抗原ヲ使fl）シタル際モ，可検抗原注射用量ガ0.5耗， 1.5耗， 3.5詫， 7.5耗及ピ15.5

詫ト増量スルエ：：；レテ，全身性発疫殻生度モ増加セリ 0 gpチ金賞験ハ上行位相エ於テ行ハレタ
ルモノナリ円

5) 試獣惜1F；ハ，ウ氏菌生毒．業ヲ以テ免疫シタルモノハソノ増減率卒均1.01ニシテ＋0.01，同

煮毒素免疫群ノソレハ平均0.37ニテ.－o.oa：，同生Lアナトキシン寸発疫群エテハ1.09ニテ，＋0.09
煮Lアナトキン寸群ノソレハ1.07ニテ＋0,07ナリキ。

帥チウ氏薗毒素免疫群ハ何レモ，同菌Lアナトキシン寸発疫群ノ何レヨリモ盟主F：ノ減少率ハ大

ナリ。之レLフォルマリン可法ニヨリテウ氏菌毒素ノ毒力ガ減弱シタル結果＝他ナラザルナリ。

而モLフォルマリン寸法＝ヨリテハ，同時＝抗原性能働力モ減弱スルモノナルコトハ．試験管内

抗異名菌催l生燈作Njヲ指傑ト嬬スコト＝ヨリテ屡々立誰セラレタルトコロナリシガ，免疫血清

ノl老生ヲ指悌ト嬬ス本質l政＝於テモ亦タ同一ノ閥係ガ立誰セラレタリ。換言スレパ催喰菌作用

ノ大小ハ発疫元性能働力ノ指標トナリ得ルモノナルコトガ本質験＝於テモ亦首肯セラル。

結 論
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ウエルシ・フレンケル氏瓦斯壊癒菌生毒素及ピ同30分煮毒素，更＝同菌4週間 Lアナトキシ

ン「及ビ同30分煮Lアナトキシン寸ヲ夫k,0.5詫， 1.5姥， 3.5耗， 7.5耗及ピ15.5姥宛と家兎耳：静脈

内＝注射シテ，各抗原ノ金量注射10日後＝於ケル全身性発疫護生度ヲ検シ，各種抗原ノ異毒カ

同一容量下ニ於ケル抗原性能働力ヲ比較セリ n

全身性免疫護生度ノ指標トシテハ，各売疫試獣血清ノ傍敷法＝ョリテ稀梓セルモノニ，ウ氏

，菌原毒ノ：等量ヲ加ヘテ良ク混和シ， 37℃駒卵器中＝＇ 45分間静置シタルモノノ 0.1耗ヲ海摂皮内

＝注射シ，注射24時間後＝原毒＝由 Pテ惹起セラル可キ注射局所ノ；設赤，壊死出現RJ¥態ヲ検シ

テ，壊死出現ヲ防止シ得タル最高血清稀楳度ヲ以テ之ニ充テタリ。

賞験ノ結果次ノ：事項ガ確読セラレタリ。

1) 竺氏菌毒素ヲ以テ発疫シタル揚合ガ，生・煮何レニ於デモ＇ Lアナトキシンつノ：生‘煮何

レヲ以テ発疫シタル揚合ヨリモ， ソJ発疫費生度ハ大ナリキ。帥チ原毒素ナルト Lアナトキシ

ン寸タルトヲ問ハズ何レzアツテモ生抗原ガ，煮抗原ヨリモソノ抗原性能働力大ナリキ。

2) 可検抗原ノ種類ヲ問ハズ， ソノ注射用量ガ0.5耗， 1.5耗， 3,5姥， 7.5姥及ビ15.5耗ト増加

スル＝ツレテ，全身性発疫費生度モ増加セリ。

3) 士氏菌毒素発疫試獣群ハ何レモ，同商Lアナトキシン1免疫群ノ何レヨリモ慎重ノ減少差益

ハ大ナリキ。

第 2報同一毒力異容量ノ場合

緒言

本報告ノ第E部第1報ニ於テ， 土王土Jシ・ブレIンケル氏瓦斯壊誼菌生・煮雨毒素及ビ同菌Lア

ナトキシン守生・煮雨液 ）4種抗原異毒カ同一容量ヲ以テ全身売疫ヲ行フ時へウ氏菌毒素ヲ

以テ免疫シタル揚合ガ，生・煮何レニ於テモ同菌Lアナトキシン寸ノ生・煮何レヲ以テ発疫シタ

ル揚台ヨリモ， ゾノ発疫費生度ガ大＝シテ而モ雨抗原ニ於テモ生抗原ガ，煮抗原ヨリモ抗原性

能働力梢k大ナルコトガ立詮セラレタリ。

然ラバ以上 4種抗原ノ同一毒カ異容量ヲ別ヒテ全身売疫ヲ行フ時ハ，如何ナル結果ヲ得可キ

ヵ。卸チ本質験ハ此ノ疑問ノjfjf決＝向ツテナサレタルモノナリ。

賓験材料及ビ賓駿方法

1. ウエルシ・フレンケル氏瓦斯壊直菌防｛ぷー

:2. ウ民菌生鴻i夜 tFN)

3・ 2氏菌煮櫨液（FK)

4・ 土民菌4週FJLアナトキシンーI(AN) 

千 立民商同煮Lアナトキシン寸（AK)



rrr根・土三~土竺三三土子氏瓦斯接抗筒生・煮爾穂波及ピ間前Lアナトキシン 1 39 

~E. ・煮雨液ノ；兎疫力ノ差別

綿テ第E部第1報＝記載セルモノナリ。

費験方法ハ第部目第1報＝記載ノモノ＝準ジタレ共，木賞験ハ同ー・事力異容量ノ下ニ行ハレ

タルI吹ニ試献（家兎）耳静脈内＝ハ，針しマウス寸最小致死量ヲ基準トシテ各種抗原ヲ注射セリ。

費験第1 可検抗原用量封しマウス寸最小致死量1/2J；場合
第四部第1報記載ノ賓験方法＝準ジテ。

A群ニハ FNノ0.5姥

B群＝ハ FK J0.6耗

C群＝ハ AN ノl.15時

D群＝ハ AK ノ1.25姥

宛ヲ各試歌（家兎）耳静脈内＝件．射シ， ソノ後10日目＝各頚動脈ヨリ試験管内＝潟血ノ上， 24時

開放置シテ血清ヲ分離シ，各血清－＝－0.5%ノ割合＝石茨酸ヲ加へLアムプ／レレ寸中ニ封入シテ56°C

30分間加温シテ非働性トナシタリ。

ソノ問略々隔日早朝投飼前ニ試獣ノ韓重ヲ測量シ， ソノ推移ヲ検シタリ。

ソノ他ノ検査術式ハ全ク第E部第1報賞験第1ニ記載セルモノ＝擁リタリ。

賢験結果

質験結果ハ第1表乃至第2表＝一括セラレタリ。

第 1表 ウ氏薗毒＝ヨル皮膚接死霊童来＝－lk..ポス同菌生・煮義lk..ピ同菌生・煮Lアナトキシン E

免疫血清ノ影響（抗原用量挙tLマウス寸最小致死量ノ J/2) 

抗

元

種

AK  

血 清

原血清｜ 1 2 I 

R 

R 

R 

R 

R 

N（士）

N（士）

R 

R 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

稀 緯

1 • 8 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

R＝君主赤出現 N（土）＝捜死傾向 N＝壊死出現 （以下準之）

度

抗原注射後lOU
目悌重ザ~~w.卒

0.99 

(-0.01) 

0.89 

（ー0.11)

1.04 

（十0.04)

1.01 

( +0.01), 
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第 2表 ウ氏菌.1:.・煮議及ピ同菌生・煮Lアナトキシン守克疫家兎

惨重ノ推移（抗原用量l¥¥'..JLマウ見寸最小致死鏡ノl/2)

抗 試 E扶 抗原注射重後司君1減0 
lili 。“ 3 8 9 10 

日自慢

S軍 番披 主幹

I Nr. 911脚 I1780 I 1770 i615 0.99 

F N Nr. 10 1575 1500 1475 1520 1485 1565 (-0.01) 

IN< "I醐｜ 1900 1965 1840 1790 0.89 

F K Nr. 30 1735 1675 1660 1505 1500 1425 (-0.11) 

弘前 2470 2470 1.04 
AN 
Nr. 60 1550 1535 1610 1540 1580 (+0.04) 

1445 1445 ． 
114151 

1475 1.01 
AK 
Nr. 70 1790 1775 17日5 1780 1835 1820 ( + 0.01) 

所見極括

1. 生命i素発疫血清ハ， ソノ！京血清ヲ以テシテへ何レモ明瞭＝．原毒＝＝－Ehツテ護現ス可キ

皮膚壊死ヲ防止シ得タリ。

2f岳稀樺血清ヲ以テハ注射局所4ケ所全部＝於テ壊死ノ傾向ヲ示セリ。

』倦稀緯以よノ血清ニテハ， 注射局所皮鴎壊死ノ：設現ヲ防止シ符ザリキ。

2. 同煮脊免疫血清ハ， ゾノ原血清＝テハk記皮庸壊死ヲ防止シ得タルガ， 21喜稀樺血清ヲ

以テハ注射局所4ケ所中2ケ所ハ．同壊死ノ護現ヲ防止シ得タレ共，残飴2ケ所ハ壊死ノ傾向

アリ， 4傍稀楳.I:J.l:：ノ血清ニテハ，注射局所4ケ所悉ク壊死ヲ来タセリ。

3・ Lアナトキシン1発疫血清へ ソノ原血清及ピ2俗稀鰐血清ヲ以テ，注射局所 4ケ所悉ク

完全＝壊死ノ：設現ヲ防止シ得タレ共， 4{g.稀禅以上ノ血清ニテへ斯カノL壊死ノ：設現ヲ防止シ

得ザリキ。

4. 煮Lアナトキシン寸売疫血清ハ，原血清ヲ以テへ商11記皮膚壊死ノ護現ヲ防止シ得タルガ

21喜続得血清ヲ以テハ注射局所4ケ所中2ヶ所・ハ壊死ノ傾向ヲ示シタルガ， 残飴2ヶ所ハ完全

ェ±;fl亨己ヲ列《タサザリキ。

H喜稀樺.！：）.上ノ1Ilt.清ヲ以テハt主射局所悉ク壊死ヲ来タセリ。

5. 試！－:A鰻重ハ，生（－0.01）・煮（－0.11）何レノ毒素ヲ以テ完成シグルモノモ，同 L7’ナト

キシン寸ノ生（+0.04）・煮（+0.01）何レヲ以テ発疫シタルモノヨリモ， ソノ減少度強カリキ。I)

11期r.t1）到しマウス1最小致死放ヲ以テ規準トナシタル同一軍事力量ト雛，家兎＝肉ヴテノ、必ズシモ同

一毒性ヲ渡部セズシテ， /iii署長素ハ矢張リ Lアナトキシン Eヨリモ大ナル毒カヲ奥へタリ 0 ..,,. 

R原蒜素＝テモLア十トキシンIニテモ生態ノ方克f煮沸液ヨリ毛却ツテ主暴力大ナルガ虫日夕ユ

示サレダリ。是等ノ、詳細ナル比較研究＝待タザルペカラズ。
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費験第2 可検抗原用量劃しマウス寸最小致死量J1 1/2倍J：場合

質験第 1ニ於ケ／レト金ク同様ニ試獣及ピ各抗原液ヲ用意シ，最初ハ試献（家兎）耳静脈内へ針

しマウス寸最小致死量 J1/2, ソノ後1週ヲ粧テ更＝上記最小致死量ヲ各々注射シ，IPチ
A群エハ FN合計 1.5耗

B群ニハ FK合計 L8姥

C群＝ハ AN合計 3.45姥

D群ニハ AK合計 3.75括
／ 

ヲ注射シ， ソノ最後ノ注射ヨリ 10日目ニ潟血 Y上，血清ヲ分離シテ非働性トナシ，ソノ他ハ全ク

第E部第1報寅験第2記載ノ方法ニ準ジテ検査ヲ行ヘリ。

費験結果

賓験結果ハ第3乃至第4表＝一括セラレタリ。

第 5表 ウ民菌毒＝ョル皮膚嬢死後事長＝及ボス同菌坐・煮毒Jf{ピ同菌生・煮Lアナトキシン T

免疫血清／影響（抗原用量釣Lマウス寸最小致死量ノ 11/z)

抗 試
血 清 稀 稗 度

原
獣

番 抗原金量注射

干畳 披
1 : 2 1 : 4 1 : 8 1 : 16 後晴10日目健重

減率

R 
Nr. 7 

R R R N N 0.96 
FN  I 

R・ R R N N (-0.04) 
Nr. 8 ' 

R 

R R R N N 
Nr. 27 

R R R N N 0.92 
FK  

R R R N N (-0.08) 
Nr. 28 

1.02 
AN  I 

(+0.02) 

N 

N 

N 1.06 
AK  I 

N (+0.06) 

N 
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s 1: :I: IAI . J , J • 

FNI：：；昨日1
FKI :: : 1：~ 1:::1 J：~ 
ANI :: : ~~ I間口｜
A Kl ::: :: 1::1 lコ ＇ 1~~：

所見椴括

抗原金量注
射後10日目
鱒重槍減率

0.96 

(-0.04) 

0.92 

(-0.08) 

1.02 

(+0.02) 

1.06 

(+0.06) 

1. 生毒素発疫血清ニ於テハ原血清及ピ2儲稀薄血清ヲ以テハ完全＝注射局所皮的ノ；壊死費

現ヲ防止シ得タルガ， 41喜稀樺血清ヲ以テハ注射局所4ケ所中3ケ所ノ、壊死ヲ防止シ得テ1ケ

所ハ壊死ヲ来タセリ。 8傍稀樺以上ハ凡テ壊死ヲ護現セリ。

2. 煮毒素売疫血清ニ於テハ，原血清， 2 i岳及ビ41岳蹄樺血清ヲ以テハ完全ニ前記壊死ヲ防

止シ得タルガ， 8 fi喜稀樺以上ヲ以テハ悉ク壊死ヲ来タセリ。

3・ Lアナトキシン1発疫血清＝於テハ.1原血清及ビ2ifH希樺血病・ヲ以テシテ，完全ニ壊死護

現ヲ防止シ得グレ共， 4傍稀鰐！血清ヲ！＇｝、テヘ注射局所4ケ所中 1ケ所ハ壊死護現ヲ防止シ得

タルノ ミ＝テ，碕徐3ヶ所ハ壊死ヲ来タセリ 。

8俗稀揮以上ニテハ悉ク壊死ヲ来タセリ。

4. 煮Lアナトキシン寸発疫血清＝於テハ，原血清及ピ2f喜稀鮮血清ヲj,.:J、テ完全ニ上記皮膚壊

死ヲラt~ タサザリシガ， 41吾稀楳血清ヲ使月jシタル際ハ注射局所4ケ所中2ケ所f於テ壊死費生

ヲ防止シ，残徐2ケ所ハ壊死ヲ来タセリ。

8f長続得以上ノ血清＝テハ悉ク壊死ヲヲf~ タセリ n

5. 試駄flも＼事：ハ，生（一0.04）・煮（ー0.08)fiijレノ毒素ヲ以テ発疫シタルモノモ，同Lアナトキ

シン1 ノ生（+0.02）・煮（+0.06）何レヲ以テ発疫シタルモノヨリモ， ソノ減少度強カリキ。

費験第3 可検抗原用量封Lマウス1最小致死量J31/2倍J；場合

寅験第1乃至第2ニ於ケルト全ク同様ニ試賦及ビ各抗原液ヲ用意シ，最初ハ試撒（家兎）耳M'?

脈内へ~·］＂Lマウス1最小致死去；：ノ 1/2 ソノ後 1 週間ノ間隔ヲ世キテ同致死量，更ニ 1 遡ヲ粧テ

同致死量ノ 2f喜，郎チ

A群＝ハ FN合計 3.5姥
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B群ニハ FK合計 4.2括

C群ニハ AN合計 8.05括

D群エハ AK合計 8.75耗

43 

ヲ注射シ，最後ノ注射ヨリ 10日ヲ経テ，潟血ノ上，血清ヲ析出シテ非働性トナシ， ソノ他ハ全ク

第E部第1報賞験第3記載ノ方法ニ準ジテ検査ヲ行ヘリ。

費 験 結 果

賞験結果ハ第5表乃至第6表ニ一括セラレタリ。

第 5衰 ウ氏菌毒ニヨル皮！宵築死渡来：＝.｝；えポス周菌生・煮毒及ピ同菌生・煮Lアナトキシン1

克疫血清ノ影響（抗原用量！＜tLマウス1最小致死設／ 31/2) 

抗

・原

FN  

FK  

AN  

AK  

Nr. 51 

i Nr. 

Nr. 25 

Nr. 26 

01) 

。
0 

0 

。
。

血

I : I 

日1
｜：｜ 

清

1 : 4 

R 

R 

I : I 

：庁T~
~~IIT－「

R 

R 

。
。

Nr. 56 

Nr. 55 

Nr. 65 

Nr. 66 

。
。
。
。
I : I 

1) 注射局所＝勢化十シ（以下準之）

R 

R 

R 

R 

稀 稗 度

1 : 32 

N 

N 

N 

N 

N 

N 

抗原令賞注射
後10日目勝重
晴減卒

1.04 

(+0.04) 

1.05 

(+0.05) 

1.08 

(+0.08) 

1.02 

（十0.02)

第 6表 ウ氏菌生・煮議及ピ同前生・煮Lア十トキシン1免疫家兎惨重ノ推移

（抗原用量到しマウス寸最小致死量／ 31 /2) 

I 12113 

1715 

11 10 

2305 

1690 

8 

2365 

1685 

7 ~J ；引：11__ _ 
ぺ；1::1::1Iコ｜｜｜沼5

6 

1650 

5 4 3 2 

． 

． 
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I Nr. 25 
FKI 
I Nr. 2日

1470 

1755 

Nr. 55 I 1930 
AN  
Nr. 56 I 1985 

ベ：：；：：は；：l

a I: : I lJ" lo Q
U
 

噌

i
w
d
 

噌

i

0

5

 

A

U

A

V

 

K

υ

n
ち

のh
M

噌
よ

Nr. 5 I 2405 2470 

1770 
FN  
Nr. 6 I 1740 

可否-r2r-1
ペ：：I::;:I I: 
は I::::1::1 1::1 

1460 

1510 I 1475 

19 20 

2435 

24 

抗原金量注
射後10日目
樺重婚減率

は：｜引 I：~：： I ：~：： 
ト！：ごlI~：~： 1:: 

1905 

2510 

日
り

A
U

M
W

岬
仙

のhu

の
a

1.04 

(+0.04) 

1900 

2350 

2010 

2445 

1.05 

（十0.05)

1.08 

(+0.08) 

1.02 

(+0.02) 

所見概括

1. 生毒素売疫血清ノ！京血清ヲ以テシテペ、， t主射皮府局所ニハ護赤サヘモ起ラズ， 2,4f吾稀 ， 
楳血清ヲ以テモ完全ニ壊死ヲ防止シ得タリ。 8｛；喜稀搾血清ニテハ注射局所 4 ケ所・~rl Bケ所ハ護

赤程度ノミニテ，他ノ 1ケ所ハ壊死ヲ来タセ／レガ， 16悟稀搾以上ノ血清ヲ以テハ，悉ク壊死ヲ

31~ タセリ。

2. 煮事素発疫血清ノ！京血清ヲ以テシテモ，皮府＝ハffr1同様ニ設赤サへ来タラズ， 2傍及ピ

4 倍稀樺血清エテハ護赤ヲ31€ タスノミーテ壊死ハ起ラザリキ。

8｛喜稀牒血清ニテハ注射局所4ケ所中3ケ所ハ壊死ヲ来タサザリシモ， 建I政1ケ所ハ壊死ノ

傾向ヲ示セリ。

1自動＇(111型車仁麿三三三主主盟E坦1土Ift1-1＿！＿生月三笠互巴起主主埜J_l_土且ハ壁亙ヲ来タシ，
32f長同血清ニテハ注射局所悉ク壊死ヲ来タセリ。

3・ Lアナトキシン寸免疫血清ノ！京血清ヲ以テシテハ，両Ii同様ニ士尚f局所’ノ殻赤ハ無ク， 2倍

及ピ4f剖獄事血清ニテモ設赤程度ニ止リ壊死ヲ来タサマリキ。 81長稀楳＝テハ注射局所4ケ所

i:[llケ所ノミガ壊死ヲ発レタルモ，残除3ケ所ハ壊死ノ傾向ヲ示シタ lJn 161岳稀部以上ニテハ

悉ク壊死ヲ来タセリ。

4. 煮Lアナトキシン寸兎疫血清ノ！京血清ニテハ，同様護赤ナク， 2f喜及ピ4f＆碕搾血清ヲ以． 
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テハ護赤ノミニ止リ壊死ヲ来タサズ， 81喜稀搾ニ於テハ注射局所4ケ所中 1ケ所ノミガ壊死ヲ

来タサでリシモ，残徐3ヶ所ハ壊死乃至壊死ノ傾向ヲ示セリ。

5. 試獣骨豊重ハLアナトキシン1ヲ以テ禿疫シタルモノ；ガ府加率＋0.08ニテ最高， 究デ煮毒素

発疫群（+0.05），生毒素苑疫群（+0.04）ニテ，煮しアナトキシン寸苑疫群ハ＋0.02ニテ最低ノ増

加ヲ示シタリ。

賓験第4 可検抗原用量封lマウス1最小致死量J7 1/2倍J；場合

賞験第1乃至第3ェ於ケルト全ク同様ニ試獣及ビ各抗原液ヲ用意シ，試獣（家兎）耳静脈内へ

針Lマウス寸最小致死量ノ 1/2, ソノ後1週間同＝同最小投手E貴，更－＝＝： 1週ヲ経テ同致死量ノ 2

4喜マタ更ニ 1遡ヲ粧テ同致死量ノ 4悟，自Pチ

A群ェハ FN合計 7.5詫

B群ニハ FK合計 9.0詫

C群ニハ AN合計 17.2詫

D群ニハ AK合計 18.75姥

ヲ注射シ，最後ノ注射ヨリ 10日ヲ経テ， f高血ノ上，血清ヲ析出シテ非働性トナシ，ソノ他ハ全ク

第園部第1報賞験第4記。l占ノ方法＝準ジテ検査ヲ行ヘリ。

賓験結果

貫験結果ハ第7友乃至第8表ニ一括セラレタリ。

． 

第 q表

抗 試

！京
歌

干存

積 続

Nr. 3 

Nr. 4 

ウ氏酋毒＝ヨル皮膚接死愛来＝及ポス同菌生・煮毒及ピ同菌生・煮Lアナトキシン E

免疫血清ノ：影響（抗原用量挙tLマウス寸最小致死量ノ 71/2)

血 務 稀 緯 度

｜抗原会最注
1: 64 ｜射後IO日目
｜世豊重婚i哉さ幹

0.97 

(-O.m) 

0.97 

( 0.03) 

1.08 

(+0.08) 
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。 。 。 R R N 
Nr. 113 。 。 。 R N N 1.08 

AKI 

ト÷1。 。 。 R N（土） N (+0.08) 
'Nr. 64 。 。 。 R N N 

第 8表 ウ氏商生・煮商毒及ピ同商生・煮Lアナトキシン寸免疫家兎勝重ノ推移

（抗原用量劉Lマウス1最小致死量ノ 71/2) 

E I : : I I I, i.J ，トI• I 51 61 71 81 91 ~I 1d ± I 1• I 15116 I 1' 
－｜：；：！；：：！司 1::::1I 1：：~1司：：l 1::1 I 1:::1:::1 1:::1 
－－－；：~－，コ司：；｜下：：11~：：：：1 －－同－－，:r民間~：r-
AN  1~：：： 1~ I：羽 1:::1I 1::1 1:::1 ~：1 ・ I 1：~1 1:::1 
AK  I :: :: 1:1 1:::1 1:::1 I 1::1 1：：~1 r.:1 / I 1：~ 1：~ -
1」：；llI : I 20 I ・1 I 22 I " I ' 
_FN J :: : r:1 1::::1i::1 1：~ • ］~~ • 1：：：~：：：1 1::1：：~正
F K I :: :: I~ I 1::::1 1::1 1：~ I 1：：~ 1：~：：1~ 
A~~~；l I宮間｜ご1.J )F,~I 1：：~：1.. , ;;: 
A K I :: :: 1~~：1 I ［：：：~ • 1::::1 1::::1 11記一1::::1::::1 ( ：~~： 

所見概括

1・ 生毒素免疫血清ノ原血清， 2 f喜及ピ41喜稀揮血清F以テシテハ，注射局所ニ護赤サヘモ
来タラズ， 81喜f希搾血清ニテハ護赤ガ全注射局所＝護現シタレ共壊死ハ来タラズ， 161民稀樺血

清ニ依ツテハ注射局所4ケ所中3ケ所ハ壊死ノ向現ヲ防止シ得タレ共，残徐1ケ所ハ壊死ヲ

来タセリ。

321喜所；,f~tJ_l: l I血清ヲ以よシテハ悉ク壊死ヲ来タセリ。

2. 煮ー毒素免疫血清ノ原血清． 21吾及ビ41喜稀探血清ヲ以テシテハ，注射局所全部ニ護赤サ
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ヘモ現ハレズ， 8 f射器樺血清ヲ以テハ注射局所全部費赤シ， 161－喜蹄探血清＝テハ，注射局所4

ケ所中 3ケ所ニ於テ壊死ノ「H現ヲ防止シ得タレ共，残除1ケ所ハ壊死ヲ来タセリ。 32倍稀樺以

上＝於テハ，注射局所悉ク壊死ヲミタリ。

3. Lアナトキシン1兎疫血清ノ原血清， 2倍及ピ4倍磁樺血清ヲ以テシテハ，前同様＝注射

局所全部＝費赤サヘナク， 81吾稀惇血清ヲ以テハ注射局所4ケ所悉ク護赤シテ， 161喜晴樺血清

＝依リタルモノハ注射局所・4ケ所中2ケ所ハ礎赤 fミニ終リタルガ，残リ 2ケ所ハ壊死ヲ来タ

セリ。

321吾F希樺以上ノモノハ注射局所悉ク壊死ヲ来タセリ。

4. 煮Lアナトキシン1発疫血清ノ！京血清． 2倍及ピ4倍稀搾血清ヲ以テシテハ，前同様＝注

射局所ハ何底モ護赤セズ。 8傍稀樺血清ヲ以テハ護赤ヲ来タシグルノミニシテ， 16倍f希樺血清

ヲ以テハ，注射局所4ヶ所中3ケ所ハ壊死ヲ防止シ得タレ共，残徐1ケ所ハ壊死ヲ来タセリ。

321喜稀樺血清ニラFハ注射局所・4ヶ所中 1ヶ所ハ壊死来タラズ，建徐3ヶ所・ハ壊死ヲ来タセリ。

64悟稀樺血清ニテハ注射局所悉ク壊死ヲ来タセリ。

5. 試獣種電ハ生・煮毒免疫群ハ何レモ減少率－0.03ノ減少＝テ， 生・煮同」アナトキシン1

免疫群ノ＋0.08ョリ透ニ強キ減少ヲ示セリ。

賓験第5 可検抗原用量劃tマウス寸最小致死量J15 1/2倍J；場合

貰験第4ニ於ケルト全ク同様＝試獣及ビ各抗原液ヲ用意シ，試献（家兎）耳静脈内へ，，封 Lマ

ウス 1最小致死量ノ 1/2, ソノ後1遡ヲ粧テ同最小致死量，更.＝：.1週間目ニ同致死量／ 2倍，

ソノ後1週ヲ経テ同致死量ノ4倍，マタ更ニ 1週間後ニ同致死量ノ 81吾，自Hチ

A群＝ハ FN合計 15.5詫

B群エハ FK合計 18.5姥

C群エハ AN合計 35.5姥

D群＝ハ AK合汁 38.75姥

ヲ注射シ，最後ノ注射ヨリ 10日ヲ経テ，会式猷港血ノ上24時間静置シテ血清ヲ；析出セシメテ非

｛動性トナシ， ソノ他ハ会ク第E部第1報賞験第5記載ノ方法ニ準ジテ検賓ヲ行ヘリ。

賓験結果

寅験結果ハ第9表乃至第10去エ

所見概括

1. 生事素免疫血清ノ原血清， 2 i喜及ピ4i喜晴樺血清ヲ以テシテハ，注射局所ニハ護赤サヘ

来タサズ， 8悟稀伴凶1清ニテハ何レモ設赤程度＝止リ，16倍稀搾血清＝テハ注射局所4ケ所中2

ケ所ハ壊死ヲ来タザザリシモ，P安徐2ヶ所ハ壊死ヲ来夕、シ，笠宮唾壁血童三三ハ注射局所4ケ所

中1ケ所ガ壊死護現ヲ防止シ， 残徐3ケ所ハ壊死ヲ来タセリ。
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第 9表 ゥ氏菌議＝ヨル皮膚痩死竣来＝及ポス同菌生・煮詰主及ピ周蘭生・煮Lアナトキシン 1

免疫由主著ノ影響（抗原用食釣Lマウス寸最小致死量ノ 151/2)

ii 引可~~J_ltJ~~叫盟
Nr. 1 I ~ I ~ l ~ I ~ I；；一片イ：！
• '1 ~ I ~ I ~ I：いl:--, -=-1 

FKI竺l－~ －1 -.. ~ J _: .. J ~r1÷出」ー｜
21 ~ I ~ I ~ I R I N I N I N I 

ANl~I t I ! I ~ I ~ ~I~隔もトr.52 I ~· I。I~ I R I ~同 i N I N 

Af' :_! ~ I ~ I ~· 1・ ~I~ •Hwl = -
Nr. 621 ~ I ~ I . ~ i : I~ :(±) I : I 

m 10表 之氏繭生・煮E普及ピ同首生・煮Lアナトキシン1免疫家兎修重ノ推移

（抗原用食封~＿，.ウス1最小致死量ノ151/2)

注
射
後
日

注
射
前

歌

披 ・I ・I j ,, GI,, ,11=-1~12113 1 1411'\rnlい9
J;:l _Lli:4~1;t ~L[_ 1；主－
~：［ l~I /::1：：：~ l:j 1::: 
1::1 1::1 I ~~ 
~ 1::] 

”
九
リ
瞬
、
リ

。aT
I

1
p
a
 

o“
。
“

Fa
’J
 

A品
τ

ハ
リ

内
U

O

i

H

A

”“内
H
JH

抗 ｜試
原｜
種！番

ベ：：；；；i::::j

ANI :: :: ~~ 
2095! 

nu 

A
U
v
 
pn 
oa 



山根．ゥェルシ.？＿とととと氏瓦斯接被菌生・煮繭漉液及ピ同商Lアナトキシン’ 49 

生・煮繭液ノ兎疫力ノ差別

抗｜試獣！ 問会最
種原番銃 20型a 

注射後10
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 日目傍重

権i茂李

F N¥ Nr. 1 1::::1::25112215112130112215120::1 
2080 2130 2180 2150 2245 2245 1.10 

N r. 2 805 1800 1850 1820 176 1755 1770 1840 2005 1965 19向。 ( + 0.1) 

｜：：：：｜｜：：：：｜｜：：：：！！ 11「FAI・ 
Nr. 22 1 1785 1820 18601 ll885J 118801 ( + 0:05) 

Nr. 51 2050 2130 2145 2100 2085 

判｜NKI 

122吋 122叩2801(+0.的Nr. 52 2195 2290 2290 2285 2225 

｜：：：：！ 

2175 2185 2205 

:::: AKI 
Nr. 62 2700 2700 2645 2650 

64f：喜稀樺血清＝於テハ注射局所悉ク壊死ヲ来タセリ。

2. 煮毒素兎疫血清ノ原血清， 2倍及ピ4f吾稀樺血清ヲ以テハ，前同様ニ護赤サヘモ無ク，

8倍稀揮血清ニテハ護赤程度＝止リ， 16f喜稀樺血清ニテハ注射局所4ケ所中 3ケ所ハ壊死ヲ認

メズ，残飴1ケ所ニ壊死ヲ認メタリ。 32倍稀樺血清ヲ以テハ注射局所4ケ所中2ケ所＝於テ壊

死ヲ防止シ得グレ共，建徐2ケ所ハ壊死ヲ来タセリ。

64f喜稀揮血清ニテハ注射局所悉ク壊死ヲ来タセリ。

3. Lアナ bキシン寸免疫血清ノ原血清， 2倍及ピ4i喜稀樺血清ヲ以テハ，注射局所ニハ護赤

サヘモ来タラズ， 8傍碕樺血清ニテハ何レモ護赤ヲ示シタルノミニシテ， 16倍碕樺血清ニテハ． 
注射局所4ケ所中3ケ所ハ壊死ヲ防止シ得テ，残像1ケ所ハ壊死ノ傾向ヲ示セリ。

32傍碕樺血清ニテハ，注射局所4ケ所中2ヶ所ハ護赤ノミ現ハレタ／レガ，残像2ケ所ハ壊死

或ハ壊死ノ傾向ヲ示シタリ。

64f喜稀樺ヲ用ヒタル際ハ注射局所悉ク壊死ヲ来タセリ。

4. 煮Lアナトキシン－，免疫血清ノ！京血清， 2倍及ピ4倍稀樺血清ヲ以テハ， t主射局所ニ前同

様護赤ヲ来タサズ， 8 f喜稀樺血清＝テハ何レモ費赤ヲ来タシタルノミニシテ， 16倍稀樺血清ヱ

テハ注射局所4ケ所＊ 3ケ所ハ壊死ヲ防止シ得テ，残徐1ケ所ハ壊死ノ傾向ヲ示シタリ。

竺1産璽塑血費三七、注射局所 4 ケ所中 1 ケ堕竺埜1'f_三三三生L型産空空~豊里盛三窒

死ノ傾向ヲ示シグリ。

64f喜稀揮血清ヲ以テハ，注射局所悉ク壊死ヲ来タセリ。

5. 試WI樫重へ生毒素ヲ以テ免疫シタルモノガ，＋0.1ノ増加率ヲ示シテ最高，失デ煮 Lア

ナトキシン寸免疫群ガ＋0.08ニテ績キ，生しアナトキシン1 及ピ煮毒素兎疫群ハ何レモ＋0.05ノ

増加率ヲ示シテ，前群早績キタリ。

所見線括及ビ考按
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会賞験結果ヲ綿括シテ第11表ヲ得ベシ。

第 11表 毒力同一ナル各種抗原＝ヨル免疫程度／比較（金1'1験結果ノ線、指）

抗原種

指 標｜管法！指
f A N I 

標｜開｜指標！間｜指標｜増減事抗原用最

童話Lマウス1最小致死量ノ＇／ 2 1 (4ん）]) 0.99 2(2/ 4) 0.89 2(4ん） 1.04 2(2/4) 1.01 ' 

同 I: 1 1/2 4(3/4）宮｝ 0.96 4 (4/ 4) 0.92 4(1/4) 1.02 4(2/4) 1.06 

同 上 3'/, 8(3/4) 1.04 16(1/4) 1.05 8(1ん） 1.08 8(1ん） 1.02 

同 上 71/2 16（日） 0.97 16(3/4) 0.97 16(2/4) 1.08 32(1/4) 1.08 

同 j~ lii l/2 32('/4) 1.10 32(2/4) 1.05 32(2/4) 1.05 32(1/4) 108 

平均徳重帯減率 1.01 0.98 1.05 1.05 

1) 原血清ヲ以テ注射局所4ケ説中4ケ所トモ皮膚接死ヲ来9サズ。

2) 4倍稀樺免疫血清ヲ以テシテモ注射局所4ケ所巾3ケ所ノ、皮膚ノ壌死愛現セズ。（以下準之）

以kヨリシテ次ノ：事項ヲ認識シ得 I~ ナリ。

1. 可検抗原用量ガ針Lマウス寸最小致死量ノ1；宮ナル時ハ， ソノ全身免疫ハ

i) AN (24ん）＞FK=AK (22ん）＞FN(l4ん）

ノ！｜頂ニテ誕生サレタリ。

同ジク可検抗原用量ガ同11/21喜ノ時ハ

ii) FK (44ん）＞FN (43ん） AK(42/4l>AN(4＇ん）

同ジク同3'/2傍ノ時ハ

iii) FK(161ん）＞FN (8九ん）＞AN=AK (81ん）
． 

同ジク同7＇／ョ傍ノ時ハ

iv) AK (321ん）> FN =FK (163ん） >AN (162ん）

同ジク同151ん傍ノ時ハ

v) FK=AN (322んl>FN=AK (32＇ん）

ノ！｜悶ニテ費生セリ。

2. 帥チ竺氏薗毒素ヲ以テ免疫・シタル場合ハ，最小致死量ノ＇／ 2 ／寅験例（i）ヲ除ケパソノ容

量ノ如何＝閥セズ昔主主里二竺竺俺坐ごとモトニ於ア竺I 煮毒素 CF！＜或.＞＇＿A＿~） ！＿抗原七能働力ハ
生毒素（FN 或ハ AN）ノソレヲ凌駕シテ優~t:__!_士。

而モ生・煮何レノ毒素ヲ以テシテモ， ソノ使用抗原量ノ増加＝件ヒテ，免疫力モ強度＝費生

セリ。

3. 同薗しアナトキシン1ヲ以テ免疫シタル場合ハ，封Lマウス1最小致死量ノ 1112及ピ7'/2倍

量ノ抗原ヲ以テ免疫シタル際ガ， ソノ煮液ノ抗様性能働力ガ生液ノソレヲ凌駕シタルモ， ソノ

他ノ抗版量ヲ以テシタル場合ハ寧ロLアナトキシン1煮液ヲ以テ f免疫力費生ガ，‘ Lアナトキシ

ヲ

圃
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ン寸生液ヲ以テ Jソレヨリモ劣リタリ。此ノ結呆ハ催喰菌作用ヲ指標ト鵠シタル揚合ノ抗原能

働力ノ判定結果ト必ズシモ一致セザルナリ。

只ダ生・煮何レノLアナトキシンヲヲ以テシテモ， ソノ抗原使用量ノ増加ニツレテ，費生売疫

度モ増大セリ。

4. 試猷韓重ハ，ウ氏菌生毒素ヲ以テ免、夜シタ／レモノハ， ソノ増減率卒均1.01ニシテ＋0.01

ノ増加，同煮毒素ヲ以テ兎疫シタルモノハ0.98ェシテー0.02ノ減少，同生Lアナトキシン1 免疫

群エテハ1.05ュテ＋0.05ノ増加，同煮Lアナトキシン寸兎疫群モ1.05.：：.テ＋0.05ノ：増加ナリキ。自fl

チLアナトキシン寸ニ闘シテハ毒力同一ナル保件ガ生・煮雨抗原液ノ聞ニ於テ満足セラレタリシ

モ原毒素＝閥シテハ煮抗原動物ノ蒙リタル毒力ハ生抗原動物ニ於ケルヨリモ却ツテ梢々大ナリ

シコトヲ失日／レ。

今悲ノ寅験ハ各抗原トモソノ上行位相＝於テ行ハレタルモノト解ス可ク，印チウ氏菌毒素ヲ

以テ免疫スル限リ，同毒素ヲ30分間煮沸シテLイムペヂ、ン寸ヲ完全＝破却シグルモノヲ使用スル

時ガ， 同一毒力ノ生毒素ヲ使用スル際ヨリモ克疫主党県ノ大ナルモノナルコトガ立詮セラレタ

リ。

Lアナトキシン「ヨリモ煮しアナトキシン寸ノ方ガ抗原能働力大ナルモノナルコトハ既＝赤痢毒

ニ就テ林丈氏ニヨリ，淋菌＝閥シ都谷氏ニヨリテ立詮セラレ，此ノ際ハ試験管内＝於ケル抗原

能働力ノ大小ト感染叉ハ中毒寅験ニ於ケル免疫殻県トハ相互ι 一致スルモノナルコトガ示サレ

タリ。

然ル＝瓦斯壊症菌ニ閥スル木賞験結果ニアリテハLアナトキシン寸ヨリモLアナトキシン・コク

チグン1 ノ方ガ同一毒力 f下＝於テ発疫力大ナリトノ閥係ハ貫験第4ノ揚合以外＝於テハ立詮

セラレザリキ。思フ＝瓦斯壊症薗エ閥スル隈リ L7’ナトキシン寸法ニヨリテ毒カノミナラズ本来

ノ抗原性能働力モ亦タ比較的顕著ニ減弱セルノ致ス所ナランカ。l) 今後ノ研究ヲ待ツベキナ

リ。

然レドモ本寅験ニアリテハ毒力ヲ同一ナル如クニ調節スル時ハ生瓦斯壊症菌毒素ヨリモ煮瓦

斯壊症薗毒素ノ免疫妓！共ハ明白＝大ナルモノタルノ事責ガ抗原ノ各種用量ニ亙リ上行位相ニ於

テ明白ニ立誰セラレタリ。

結 持．日間

ウヱルシ・フレンケル氏瓦斯壊直菌生毒素及ピ同30分煮；毒素，更＝同菌4週間」アナトキシ

ン寸及ピ同30分煮Lアナトキシン1ヲ夫々，針Lマウス寸最小致死量ノ｝／υ11ん31/2,71/2及ピ151/2

倍宛家兎耳静脈内ニ注射シテ．各抗原ノ全量注射10日後ニ於ケル全身性発疫費生度ヲ検シ，各

1) 赤痢龍二関シテノ、Lアナワクチン守／毒力ハ1/8:0' 抗原能働力ノ、1/1.15：減弱セヲレ 9リ（林文，外

賓， f存8巻第6銃， 979頁）。然ルユ瓦斯壌痘菌＝アリテノ、Lアナトキシン’ノ毒カハ備カ： 1/2.5ノ減

弱ナル＝針シ，抗原能働力ノ減号炉、 1/1.19ナリキ。（第 2報参照）
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種抗原ノ同一毒力異用量下＝於ケ／し抗原性能働力ヲ比較セリ。

全身性発疫費生度ノ検費ニハ各発疫試獣血清ヲ倍数続得法ニヨリテ磁搾セルモノニ．単調皮

内注射或ハ健常血清トノi昆和ノミ＝テハ必ズ注射局所ノ皮膚壊死ヲ護現シ得可キウ氏菌原毒ノ

等量ヲ加へテ良ク混和シ， 37°C瞬卵器内ニ45分間静置シタルモ J J 0.1耗ヲ海摂皮内ニ注射シ

テ，抗射24時間後＝同局所ニ惹起セラレタル費赤，壊死稜現欣態ヲ検シテ，壊死ヲ防止シ得タ

ル最高血清磁待度ヲ以テ免疫判定ノ指標トナシタリ。

以上ニヨリテ認識サレタル事項ハニ欠ノ如シ。

]. 同一憲力異用量ヲ以テ免疫シタル場合へウ氏菌原生毒素ノ抗原性能働力ヨリモ同煮毒

素ノソレハ例外無ク大ナリキ。

2. 同Lアナトキシン寸ヲ以テノ際へ針Lマウス寸最小致死量ノiiん及ビ71/2悟量ノ抗原ニ於ケ

ル時ノミ，ソノ煮液ノ抗原性能働力ガ生液ノソレ＝｛憂リタルモ， ソノ他ノ用量ニ於テハ生液ノ

方ガ煮液ニ優リタリ。

3. 印チウ氏菌生毒素中＝ハLイムペヂン1勢力ガ保街サレテ居リ，而モ30分ノ煮沸＝依リテ

完全＝破却サレタルモノナルコトガ発疫貨験＝於テモ亦夕立詮セラレタリ。

4. 意力ヲ略ボ同一程度ト鶏シ得タル場合ニ於テ煮ウ氏菌毒素ノ免疫力ハ生ウ氏菌毒素ノソ

レヨリモ大ナルモノナルコトガ確誰セラレタルノ：事貰ハ毒力ノLイムベヂン1ト同一（identisch)

＝非ザルコトヲ数フルモノナリイ

5. 毒力ヲ略ボ同一程度ト鵡シタル揚合＝於テウ氏菌煮Lアナトキシン1ノ免疫力ハ毎常必ズ

シモ・：：氏菌生しアナトキシン寸／発疫力ヨリモ大ナルコト f：立寵ヲ得ルニ至ラザリシハウ民菌
Lアナトキ シン1ニ於テハ毒力ノi成弱程度＝比シ抗原性能働力ノ減弱程度ガ比較的大ナルノ：事寅

（本文参照）ニ蹄スベキガ如シ。此ノ鈷今後ノ研究ニ待ツペシ。

本論文ヲ摘筆スルzn・リ本研究ヲ著者＝命ジ御指導ヲ賜リタル京大鳥潟欲授＝深甚ナル感謝ノ意7捧ゲ，
僻ヲI: ＝－際シ積々御助カヲ賜リシ九大戸『11 ， 京大青柳繭敬授＝浦.~ノ謝意ヲ表ス。


